
規
　
　
則

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
一
部
の
施
行
期

日
を
定
め
る
規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
　
員
　
課
）

一

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

告
　
　
示

○
保
安
林
の
指
定
予
定
の
通
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
み
ど
り
保
全
課
）

○
保
安
林
の
指
定
の
解
除
予
定
の
通
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

〃

）

二

○
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
の
指
定
　
　
　
　
　
　
　
　
（
障
害
福
祉
課
）

○
土
地
収
用
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
認
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
木
監
理
課
）

○
道
路
の
供
用
開
始
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
　
路
　
課
）

三

公
　
　
告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
県
民
参
画
課
）

四

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る

規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
五
十
八
号

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日

（
第
九
三
三
九
号
）

目

次

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

第 40 号

平成 18 年

5 月23日（火曜日）

一

め
る
規
則

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
香
川
県
条
例
第

十
八
号
）
附
則
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
八
年
五
月
二
十
四
日
と
す
る
。

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
五
十
九
号

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年

香
川
県
規
則
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
二
第
一
号
中
「
監
獄
」
を
「
刑
事
施
設
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
五
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
四
百
三
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
保
安

林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
指
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

丸
亀
市
本
島
町
大
浦
字
宮
小
路
六
五
の
一
、
六
七
の
一
、
六
八
か
ら
七
六
ま
で
、
七
七
の
一
、
七
八

の
一
、
九
五
の
一
、
九
六
か
ら
一
〇
六
ま
で
、
一
〇
七
の
一
、
一
一
二
、
一
一
三
、
一
一
四
の
甲
、
一

一
五
の
甲
、
一
一
六
の
甲

二
　
指
定
の
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
指
定
施
業
要
件

告

示

規

則



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日

（
第
九
三
三
九
号
）

二

１
　
立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
に
係
る
市
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
立
木
の
伐
採
の
限
度
　
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
香
川
県
環
境
森
林
部
み
ど
り
保
全
課
及
び
丸
亀

市
産
業
部
農
林
水
産
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

●
香
川
県
告
示
第
四
百
三
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

東
か
が
わ
市
引
田
字
榿
四
三
六
〇
の
一
二
〇

二
　
保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的
　
土
砂
の
流
出
の
防
備

三
　
解
除
の
理
由
　
道
路
用
地
と
す
る
た
め

●
香
川
県
告
示
第
四
百
三
十
五
号

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

申
請
者
の
名
称
及
び

指
定
事
業
所
　
事
業
所
の
名
称
及
び

主
た
る
事
務
所
の
　
指
定
年
月
日
　
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

番
　
　
　
　
号
　
所
　

在

地

所
　

在

地

三
七
〇
〇
〇
一
　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
シ
　
社
会
福
祉
法
人
サ
ン
　
平
成
十
八
年
　
外
出
介
護
（
身
体

一
〇
〇
九
四
一
　
―
サ
イ
ド
サ
ン
シ
ャ
　
シ
ャ
イ
ン
会
　
　
　
　
五
月
十
五
日
　
障
害
者
）

六
三
　
　
　
　
　
イ
ン
　
　
　
　
　
　
　
小
豆
郡
小
豆
島
町
蒲

小
豆
郡
小
豆
島
町
蒲
　
生
甲
三
五
〇

生
甲
三
五
〇

三
七
〇
〇
〇
二
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
宇
　
社
会
福
祉
法
人
鵜
足
　
平
成
十
八
年
　
共
同
生
活
援
助

〇
〇
〇
三
〇
一
　
多
津
　
　
　
　
　
　
　
津
福
祉
会
　
　
　
　
　
五
月
十
五
日
　
（
知
的
障
害
者
）

四
三
　
　
　
　
　
綾
歌
郡
宇
多
津
町
平
　
綾
歌
郡
宇
多
津
町
浜

山
二
六
二
八
―
七
三
　
五
番
丁
五
三
番
地
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
一

●
香
川
県
告
示
第
四
百
三
十
六
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
起
業
者
の
名
称

丸
亀
市

二
　
事
業
の
種
類

史
跡
快
天
山
古
墳
周
辺
整
備
事
業

三
　
起
業
地

１
　
収
用
の
部
分

香
川
県
丸
亀
市
綾
歌
町
栗
熊
東
字
若
狭
及
び
富
熊
字
畑
田
地
内

２
　
使
用
の
部
分

な
し

四
　
事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

平
成
十
八
年
三
月
十
五
日
付
け
で
丸
亀
市
よ
り
申
請
の
あ
っ
た
史
跡
快
天
山
古
墳
周
辺
整
備
事
業
（

以
下
「
本
件
事
業
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
業
認
定
の
理
由
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
　
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
土
地
収
用
法
第
三
条
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
園
そ

の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
に
該
当
す
る
た
め
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足

す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２
　
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
に
必
要
な
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
丸
亀
市
土
地
開
発
公
社
が
先
行
取
得
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
十
九
年
度
末
ま
で
に
起
業
者
で
あ
る
丸
亀
市
が
用
地
を
引
き
取
る
協
定
が



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日

（
第
九
三
三
九
号
）

三

締
結
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
確
実
と
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３
　
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

①
　
丸
亀
市
北
部
地
域
に
は
、
国
指
定
史
跡
「
丸
亀
城
跡
」
が
あ
り
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
が
、
南
部
地
域
に
は
、
地
域
住
民
が
身
近
に
歴
史
に
接
し
な
が
ら
憩
う
こ
と
の
で

き
る
場
が
な
い
。

本
件
事
業
は
、
市
南
部
地
域
に
位
置
し
、
平
成
十
六
年
度
に
新
た
に
国
指
定
史
跡
と
な
っ
た
「

快
天
山
古
墳
」
を
活
用
し
て
、
そ
の
周
辺
地
に
、
史
跡
の
学
習
理
解
を
深
め
る
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
施
設
や
地
域
住
民
が
地
域
の
歴
史
遺
産
に
接
し
つ
つ
交
流
す
る
こ
と
の
で
き
る
体
験
学
習
広
場

等
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
快
天
山
古
墳
の
景
観
の
保
全
と
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
事
業
が
完
成
す
れ
ば
、
市
南
部
地
域
に
お
け
る
歴
史
学
習
拠
点
と
し
て
、
教
育
的
分
野
で

の
貢
献
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
住
民
が
郷
土
の
歴
史
に
誇
り
を
持
ち
連
帯
感
を
深

め
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
を
促
す
役
割
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
事
業
施
行
に
よ
り
得
ら

れ
る
利
益
は
、
相
当
程
度
高
い
と
判
断
さ
れ
る
。

②
　
起
業
地
は
、
大
部
分
が
現
況
山
林
又
は
農
地
で
あ
り
、
移
転
を
要
す
る
住
家
も
存
在
し
な
い
。

ま
た
、
住
宅
地
と
接
す
る
斜
面
地
は
緑
地
と
し
て
自
然
環
境
を
保
全
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
件
事
業
が
地
域
社
会
及
び
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響
は
小
さ
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

③
　
本
件
事
業
は
、
史
跡
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
、
起
業
地
は
史
跡
指
定
地
の
周
辺
に
位

置
す
る
必
要
が
あ
る
。

史
跡
指
定
地
の
周
辺
を
見
る
と
、
西
側
と
南
側
は
既
に
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

本
件
事
業
の
起
業
地
に
選
定
さ
れ
た
北
側
か
ら
東
側
に
か
け
て
の
用
地
は
、
移
転
を
要
す
る
住
家

が
存
在
し
て
い
な
い
う
え
、
既
に
平
場
と
な
っ
て
い
る
養
鶏
施
設
跡
地
を
利
用
し
て
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
を
建
設
す
る
こ
と
で
造
成
費
を
比
較
的
安
価
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
社
会
的
及
び

経
済
的
観
点
か
ら
利
点
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
起
業
地
の
選
定
は
、
適
切
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。

④
　
①
か
ら
③
ま
で
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄

与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断

さ
れ
る
。

４
　
土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
地
域
住
民
が
身
近
に
歴
史
に
親
し
み
な
が
ら
生
涯
学
習
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
場
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
快
天
山
古
墳
の
景
観
の
保
全
と
向
上
を
図
る
た
め

に
施
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
地
を
収
用
す
る
公
益
上
の
必
要
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、

土
地
収
用
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５
　
結
論

１
か
ら
４
ま
で
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
は
土
地
収
用
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を

充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
土
地
収
用
法
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業

の
認
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
　
土
地
収
用
法
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

丸
亀
市
教
育
委
員
会
文
化
部
文
化
課

●
香
川
県
告
示
第
四
百
三
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
よ
う
に
道
路

の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
道
路
課
に
お
い
て
、
平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
六
月

十
三
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道
（
主
要
地
方
道
）

二
　
路
　
線
　
名
　
善
通
寺
府
中
線
（
十
八
号
）

三
　
道
路
の
区
域

敷
地
の
幅
員
　
延
　
　
　
長

区
　
　
　
　
　
　
　
　
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
　
考

（
メ
ー
ト
ル
）
（
メ
ー
ト
ル
）

平
成
十
年
香

一
四
・
〇
　
　
　
　
　
　
　
川
県
告
示
第

〜
　
　
　
　
　
三
八
〇
　
八
百
四
号
で

二
六
・
四
　
　
　
　
　
　
　
告
示
し
た
区

域
の
一
部

丸
亀
市
飯
山
町
東
坂
元
字
額
三
七
九
八
番
九
地
先

か
ら

丸
亀
市
飯
山
町
東
坂
元
字
額
三
八
一
六
番
二
地
先

ま
で



平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日
印
刷
発
行

印
刷
発
行
所
　
　
香
　
　
川
　
　
県
　
　
庁

（
購
読
料
月
極
二
千
五
百
円
）

古紙配合率70％
白色度70％再生紙を使用しています

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日

（
第
九
三
三
九
号
）

四

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http://www. pref. kagawa. jp/

四
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
書
類
は
、
香
川
県
政
策
部
県
民
参
画
課
に
備
え
置
き
、
平
成
十
八
年
七
月
三
日
ま
で
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
十
八
年
五
月
二
十
三
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
八
年
五
月
二
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ひ
ま
わ
り

橋
本
　
佐
緒
理

三
豊
市
高
瀬
町
比
地
一
四
九
八
番
地
一

三
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
地
域
で
支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
児
童
と
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
童
保
育
な
ど
の

子
ど
も
の
健
全
育
成
の
為
の
事
業
を
行
い
、
社
会
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

公

告


